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一

乗
谷
朝
倉
氏
館
跡
発
掘
調
査
概
要

朝
倉
氏
は
文
明
3
年
一

乗
谷
に
城
を
構
え、

天
正
元
年
織
田
信
長
に
滅
ぼ
さ
れ

る
ま
で
百
余
年
の
間
越
前
一

円
を
支
配
し
た
戦
国
大
名
で
あ
る
。

一

乗
谷
は、

福
井
市
よ
り
東
南
約
8
加
の
足
羽
町
に
あ
り、

足
羽
川
の
支
流
に

沿
っ
て
南
北
に
細
長
く
続
く
谷
間
で
あ
る
。

南
と
北
に
約
2
h
離
れ
て
城
戸
跡
の

土
塁
が
あ
り、

そ
の
聞
に
代
々
の
居
館
・

家
臣
の
屋
敷、

寺
院
な
ど
の
跡
が
残
っ

て
い
る
。

今
回
発
掘
し
た
館
跡
は、

ほ
ぼ
そ
の
中
央
に
あ
り、

東
に
山
を
ひ
か

え、

南
・

西
・

北
の
三
方
を
土
塁
で
固
ま
れ
た
南
北
約
部
m
、

東
西
約
m
m
の
平

坦
な
所
で
あ
る
。

昭
和
必
年
度
は
館
跡
の
東
南
部
分
約
5
82m
を
発
掘
調
査
し、

そ
の
結
果
に
も
と
づ
き
保
存
整
備
工
事
を
行
っ
た
。

以
下
発
掘
し
た
建
築
・

庭
園

遺
構、

出
土
遺
物
に
つ
い
て
概
要
を
報
告
す
る
。

建
築
・

庭
園
遺
構

検
出
し
た
遺
構
は、

建
物
叩
棟
・

渡
廊
2
・

塀
3
・

井
戸
3
・

暗
渠
1
・

庭
園

．

石
階
段
・

溝
な
ど
で
あ
る
（
第
1
図）
O

ω
切
O
H

は
東
西
7
間
半
（
E・
3

5、

南
北
7
問
。ω
－

H印
m
〉
の
建
物
で、

東
面

に
半
聞
の
狭
い
聞
が
あ
り、

東
面
南
端
2
聞
に
廊
に
な
る
と

思
わ
れ
る
ω
h
H
N

が、

西
北
隅
に
は
北
面
二
開
通
り、

西
面
一

開
通
り
の
庇
ω
回
O
N

が
と
り
つ
い
て

い
る
。
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建

造

物

研

究
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宮

跡

発

掘

調

査

部

ω
∞
O叶
は
ω
切
O
H

の
北
面
よ
り
巾
2
間
で
4
間
突
き
出
し、

西
に
折
れ
て
か
ら

は
巾
1
間
半、

北
面
張
出
し
付
と
な
り
2
聞
の
び
る
鈎
形
建
物
で
あ
る
。

折
曲
り

部
分
は
ω
切
呂
と
つ
な
が
り、

西
端
部
に
は
寄
柱
で
と
り
つ
く
庇
が
あ
る
。

ω
∞
呂
は、

東
西
約
日
間
2
尺
QH・

2
〉、

南
北
7
間
半（
E・
M
m
）
の
建
物
で
あ

る
。

礎
石
は
他
の
建
物
の
も
の
よ
り
大
き
く、

柱
聞
が
1
間
半
の
場
合
に
は、

中

間
に
間
柱
又
は
束
の
礎
石
を
置
く
部
分
も
あ
る
。

東
面
と
南
面
に
は
落
縁
と
み
ら

れ
る
束
石
列
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。

ω
切
口
は
東
西
2
問、

南
北
2
問、

東
に
約
加
m
の
通
し
の
張
出、

西
に
1
m

程
の
張
出
を
も
っ
小
建
築
で
あ
る
。

そ
の
南
側
と
西
側
の
約
日
2m
の
範
囲
は
蔽
土

間
と
思
わ

れ、

建
物
の
柱
筋
に

合
わ
せ
て
礎
石
兼
用
の

庭
石
が

す

え
て

あ

る
。ω

ω
S
は
東
西
4
間
半、

南
北
3
聞
の
建
物
で、

南
面
の
東
よ
り
二
番
目
の
聞

は
東
南
台
地
上
の
湯
股
跡
に
通
じ
る
と
思
わ
れ
る
石
階
段
ω
×
口
に
直
面
し
て
い

ヲ。
。ω

図
。
ω
は
館
内
の
南
端
に
あ
り
東
西
7
間
以
上、

南
北
3
間
半
の
建
物
で、

西

側
の
日・
印
ヨ
×
品・
m
g
の
範
囲
に
は
印
叩
大
の
石
を
敷
き
つ
め
て
い
る
。

そ
の
北
側

に
は
井
戸
屋
形
ω
回
定
と
井
戸
ω
何
M
m

が
附
属
し
て
い
る
。

ω
〉
ロ
は
ω
回
O吋
の
西
北
隅
柱
よ
り、

北
に
の
び
て
い
る
塀
で、

南
よ
り
二
番



自
の
聞
は
掘
立
柱
で
間
口
m

尺
の
門
跡
で
あ
る
。

検
出
し
た
建
築
遺
構
は
2
群
に
分
け
ら
れ
る
。

ω
切
O
H

J

S

と 、

ω
切
O
叶

J
H
H

の
建
物
群
で
あ
る
。

前
者
と
後
者
と
は 、

建
築
方
位
に
H

。
呂 、
の
振
れ
が
あ
り 、

柱
間
基
準
寸
法
に
つ
い
て
も 、

前
者
の
1

間
6
尺
2

寸
に
対
し 、

後
者
は
6
尺
2

寸
5
分
と
聞
き
が
あ
る
o

建
物
の
中
で 、

主
要
な
も
の
は
ω
∞
O
H

と
ω
回
忌
で
あ

る
が 、

礎
石
や
規
模
の
大
き
さ 、

出
土
遺
物
な
ど
か
ら 、

ω
切
戸
。
が
表
向
の
接
客

場
所
で
あ
る
主
般
に
比
定
さ
れ
る
。

ω
切
O
H

は
主
般
に
つ
ぐ
重
要
な
建
物
で
あ
る

会
所
か
も
し
れ
な
い
。

∞
切
口
は
茶
釜
・

茶
器
が
出
土
し
た
ω
何
自
に
近
接
し
て

お
り 、

ま
た ．
フ
ラ
ン
が
室
町
後
期
の
茶
人
・

武
野
紹
鴎
の
茶
座
敷
の
指
図
に
よ
く

似
た
小
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら 、

茶
会
用
の
建
物
と
推
定
さ
れ
る
。

茶
室
と
し
て

は 、

広
さ
が
8
畳
余

あ
る
か
ら
広
聞
に
属

す
る
も
の
で
あ
る
。

瓦
は

石
製
鬼
板
以

外
は 、

殆
ど
出
土
し

て
い
な
い
の
で 、

各

建
物
と
も
桧
皮
葺
ま

た
は
板
葺
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

ω
C
MM
は
ω
回
0
7

一
乗
谷
朝
倉
氏
館
跡
発
掘
調
査
概
要

中庭と花檀（下）第2図朝倉氏館跡発掘調査遺構実誤IJI司（よ）

ω
円
。∞
・

ω
∞
cu
・

ω
∞
H

0

・

ω
回
一己
に

囲
ま
れ
た
中
庭
で 、

と
り
は
ず
し
で
き
る

塀
ω
〉
に
に
よ
り 、

随
時
仕
切
ら
れ
る
よ

第1図

う
に
な
っ
て
い
る
。

ω
〉
H
A

は
長
径
平
均
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幻
佃
程
の

小
玉
石
敷
2
列

と、

4
カ
所
に
埋
設
さ
れ
た

木
製
の
箱
が
残
っ
て
い
る。

こ
の
箱
は
障
壁
の
柱
な
ど
を

据
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

茶室跡と園池

た
ろ
う。
ω
〉
エ
の
東
側
制

は
3
個
の
伏
石
が
釣
合
よ
く

配
置
さ
れ
た
枯
山
水
風
平
庭

で
あ
る。

的
の
部
分
は
小
玉

砂
利
が
な
く、

植
込
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る。

川刊
は
遣

水
様
に
意
匠
さ
れ
た
溝
で
あ

る。
ω
∞
呂
の
正
面
の
ω
×

自
は、

側
を
凝
灰
岩
切
石
と

玉
石
で
囲
み、

中
央
に
径

M
佃
大
の
玉
石
を
2
列
敷
き
並
べ
た
長
さ由・
3
m
、

巾
N・
3
m
の
花
壇
と
推
定
さ

れ
る
施
設
で
あ
る。

花
壇
内
部
は、

地
山
の
上
に
砂
利
を
1
層
し
き、

そ
の
上
に

約
加
叩
の
厚
さ
に
黒
色
士
を
置
い
て
い
る
が、

南
辺
の
玉
石
は
砂
利
層
の
上
に
の

っ
て
お
り、

内
部
の
余
水
は
砂
利
層
を
通
っ
て
南
側
の
雨
落
溝
に
排
水
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る（
第
2
・
3
図）
O

第3図

ω
の
N
C

は
ω
回
口
・
ω
回
C由
と
東
南
の
崖
と
の
聞
に
構
築
さ
れ
た
長
さ
約
ロ

m
、

最
大
巾
3
m
の
山
麓
小
池
庭
で
あ
る。

池
の
汀
に
は
印
佃
J
2
m
の
庭
石

を、

巧
に
前
後
左
右
に
変
化
を
つ
け
て
据
え、

池
底
に
は
径
却
価
内
外
の
上
面
が

平
な
石
を
敷
き
つ
め
て
い
る。

池
底
は
北
東
隅
が
高
く、

西
南
隅
に
か
け
て
約
百

分
の
一
の
勾
配
に
な
っ
て
お
り、

水
深
は
付
の
溝
底
高
と
の
関
係
か
ら
5
1
m
m

と
推
定
さ
れ
る。

池
に
落
下
す
る
水
も
濁
る
こ
と
な
く、

き
れ
い
に
池
底
の
石
敷

が
み
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う。

池
の
南
側
に
は
高
さ
お
よ
そ
2
m
の
竪
石
川山
か
あ

り、

東
側
に
は
石
橋
の
残
片
伸
と、

橋
挟
石
川刊
が
よ
く
遣
存
す
る（
第
3
図〉。

庭
園
は、

ω
∞
0

7t
H
H

の
建
物
と
密
接
な
関
係
の
も
と
に
造
ら
れ
て
い
る。

花

壇
の
東
・
西
・
北
の
三
方
に
は、
ω
切
呂
の
晴
の
方
を
意
識
し
切
石
が
回
ら
さ
れ、

ω
切
口
の
礎
石
の
一

部
に
は
庭
石
が
使
わ
れ
て
い
る。

又
竪
石
川刊
や
池
・
中
庭
闘

の
鑑
賞
地
点
は
ω
∞
己
に
あ
り、

建
物
と
庭
園
が
一

体
と
な
っ
て
い
る。
ω
回
C由

と
ω
切
口
と
の
連
絡
通
路
を
想
定
す
れ
ば、

川
は
飛
石
と
考
え
て
よ
い
。

庭
石
は、
根
深
く
力
強
く
み
え
る
よ
う
に
す
え
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
る
が、

汀

の
石
は
池
の
底
石
を
敷
い
た
上
に
組
ん
だ
ら
し
く、

庭
石
全
体
の
大
き
さ
が
分

り、

又
崩
れ
や
す
く
安
定
性
に
欠
け
る。

こ
の
よ
う
な
点
は
技
術
的
に
も
劣
る
と

い
え
る。

し
か
し
闘
の
伏
石
や
花
壇
は
洗
練
さ
れ
た
斬
新
な
も
の
で
あ
る。

庭
石

は
山
石
が
多
い
が、
一

部
安
島
石
や
青
石
も
使
わ
れ
て
お
り、

色
鮮
や
か
な
五
色

の
小
玉
砂
利
も
出
土
し
て
い
る。

方
々
か
ら
賛
を
つ
く
し
て
集
め
た
こ
と
が
窺
え

る。

大
柄
な
庭
石
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
色
彩
的
に
も
華
や
か
な
庭
園、

主
般
の

正
面
に
大
胆
に
造
成
さ
れ
た
花
壇
な
ど
に
戦
国
武
将
の
性
格
の
一

端
が
あ
ら
わ
れ

32 

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

今
回
発
掘
の
館
跡
は、

義
景
館
と
推
定
さ
れ
る。

そ
れ
は
園
池
の
様
式
手
法

が、

義
景
が
側
室
の
た
め
に
築
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
諏
訪
館
跡
庭
園
に
よ
く
似
て

い
る
こ
と、

又
館
跡
と
南
陽
寺
跡
庭
園
と
の
位
置
関
係
が、

南
陽
寺
は
義
景
館
の

艮
に
当
る
と
い
う「
朝
倉
始
末
記」
の
記
述
と
よ
く
符
合
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
る。



物

Il 出
土
し
た
遺
物
は
土
器 、

金
属
器 、

木
札 、

ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
多
数
で 、

ほ
ぼ

発
掘
区
全
域
か
ら
検
出
し
た
。

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は 、

ω
回
忌
の
主
殿
附
近
に

堆
積
す
る
焼
土
層
と
ω
∞
戸
に
近
接
す
る
ω
開
自
の
井
戸
か
ら
の
出
土
遺
物
で
あ

る
。

ω
切
H

O

の
焼
土
層
か
ら
検
出
し
た
遺
物
は
茶
器 、

花
器
の
ほ
か
一

般
の
什
器

類
で
あ
る
o

茶
器
に
は
瀬
戸
の
鉄
粕
天
目
が
叩
個
体
以
上
発
見
さ
れ
た
の
を
始
め

染
付 、

黄
和 、

鉄
粕
を
施
し
た
抹
茶
碗（
第
4
図） 、

煎
茶
碗 、

急
須
な
ど
が
み
ら
れ

る
。

花
器
も
細
か
く
破
砕
さ
れ
て
い
る
が
舶
載
の
大
形
の
青
磁
瓶
や
鉄
軸
を
施
し

た
瓶
な
ど
が
あ
る
。

陶
器
の
ほ
か
に
は
多
数
出
土
し
た
遺
物
に
口
径
5
1

m
佃
の

一

乗
谷
朝
倉
氏
館
跡
発
掘
調
査
概
要

各
種
の
土
師
器
が
あ
り 、

こ
の
中
に
は
燈
明
皿
と
し
て
使
用
し
た
も
の
が
あ
る
。

ω
回
N
寸
の
井
戸
か
ら
発
見
し
た
も
の
に
は
鉄
製
茶
釜 、

金
銅
製
鍵 、

万
鍔 、

銅

銭 、

鉄
釘 、

木
札 、

聾
な
ど
が
あ
る
。

鉄
製
茶
釜
は
半
分
が
欠
損
し
て
い
る
が 、

胴
最
大
幅
広・
∞
四

、

高
さ
∞・
∞
佃

、

肩一
に
遊
環
が
つ
い
て
い
る
（
第
5

図〉。

鍵
は
5

本
発
見
さ
れ
た
。

大
き
さ
に
大
小
が
あ
り 、

長
さ
∞
∞
佃
か
ら
5・
N

四
で
あ
る
。

先
端
の
形
状
に
H
字
形 、

U
字
形
の
2
種
が
あ
り 、

柄
に
唐
草
文
を
毛
彫
り
し
た

も
の 、

竹
管
を
模
し
た
も
の
な
ど
優
品
で
あ
る
（
第
6
図）

。
井
戸
か
ら
同
時
に
発
見

し
た
も
の
に
2
枚
の
木
札
が
あ
る
。

と
も
に
表
裏
面
に
「
た
ん
す
」

「
蝉
之
御
た

ん
す
の
か
記
」
と
墨
書
し
た
も
の
で 、

先
の
鍵
に
附
し
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

鉄製茶釜（下）

銅
銭
に
は
元
豊
通
宝 、

洪
武
通
宝 、

永
楽
通
宝
な
ど
が
あ
る
。

建
築
遺
構
と
同
様
に
遺
物
に
お
い
て
も
ω
回
忌
附
近
に
は
注
目
す
べ

き
遺
物
が

多
く
あ
り 、

館
跡
の
中
心
部
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

今
回
の
調
査
で

出
土
し
た

遺
物
の
中
に
は

二
次
的
に

火
を
受
け
た
も
の
が
多

い
。

遺
跡
全
面
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
る
焼
土
層
は
お
そ
ら
く
天
正
元
年
の
信
長

の
攻
撃
に
よ
る
館
の
火
災
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら 、

こ
れ

ら
の
遺
物
の
下
限
を
5
3
年
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り 、

回
世
紀
後
半
に
お

け
る
各
遺
物
の
編
年
研
究
の
基
準
資
料
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
藤
原
武
二
・

石
松
好
雄）

第5図天目茶碗（上）

金銅製鍵

第4図

第6図
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